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＜連絡事項＞

· 7/16（月）に行われる青陽館の懇親会の参加費用（2000円）を中居JGMに渡す事。

· 電算化委員会より～各自の勤務スケジュールを記載する事。（15日まで）

· 15：30食事ｻｰﾋﾞｽ提供委員会にスタッフ山田が参加。

＜外来情報＞
· 横町　浩様　～外来時に「頭がボーッとしてクラクラする」「たまにウッとなる」と主治医に　

話していたとの事。

· 田澤　勝敏様～手の湿疹が悪化した為、皮膚科を受診したとの事。原因不明であり担当医から　

　軟膏を変えて様子を見ると言われたとの事。

· 伊藤　雄一様～睡眠時間が短く、1：00頃に目が覚めるとの事。不眠時の頓服を飲むと19：00　　

～6：00まで眠れるが頭がボーッとし毎日は飲みたくないと主治医に相談。先週は眠れていた為、今週は様子を見たいと話している。主治医からは不眠により疲労が蓄積すると辛くなるので眠れない場合には頓服を服用を促されたとの事。

· 田名部一樹様～主治医に「薬を減らせますか」と質問。主治医から減薬は可能だが様子を見て　　

いきながらと説明あり。現在の生活状況について「土、日は疲れがたまって寝て疲れをとる感じ」と話している。

· 関　秀治様～3：00に目が覚めるが5～6時間の睡眠は取れているとの事。日中の生活に影響

は出ていないと話す為、１週間様子をみるようにと主治医よりアドバイスあり。

・ 関口　禅様～7/8から3週間、試験的に自宅外泊中との事。現在、1週間経過するがスムーズに出来ていると話す。

＜利用者様情報＞

· 今野　容子　様～7/17、八戸赤十字病院で大腸カメラの検査実施の為、7/15・16は検査食　

となる。7/16（デイナイトケア利用日）の昼・夕食は検査食を発注する事。

· 久保　興介　様～ご家族より、デイケア体験利用の問い合わせの電話あり。本人の興味のある

　　プログラムも考慮が必要と説明すると16日、再度連絡するとの事。

· 田名部　一樹様～「朝、9：30とかに来て、ゲームやっちゃダメなの？」とスタッフに尋ねている。　

本日の昼食後薬をゲームに熱中して、スタッフの声掛けで服用しており本人に服薬の必要性を伝えるが「大丈夫、大丈夫」と答えている。

⇒過去にゲームに熱中し病状が悪化した事があり、主治医に情報提供を行い

今後の様子を見るとともに、本人に必要なケアを明確にしていく。

· 田名部　浩平様～本日、やや遅れて来所。プログラム中、太極拳をしたりニヤツキみられるが館内

で過ごされている。

⇒スタッフに伝えず館外に出かける場合も考えられる為、今後も見守りと所在

確認に留意する。

· 江刺家　陽輝様～本日、映画鑑賞プログラムで、上映時間が2時間以上あると知り「長い時間は　

集中できない。」と話されている。途中、休憩もあると伝えるが気乗りしない様子あり。しかし、交流のあるメンバー（田名部一樹様）が来所するとプログラムに参加出来ている。

＜デイナイトケア事例検討＞

袴田　淑子様　（60）　統合失調症　デイケア・青山荘退所し現在、青風荘入所中　

先月22日からデイナイトケアの正式利用開始　　利用率100％

○デイナイトケアでの目標（主治医指示箋より）

・基本的生活習慣の習得・身体機能の維持・向上・対人関係の改善・作業能力・持続性の向上

・病識を身に付ける・社会資源の活用

○現在の症状（主治医指示箋より）～残遺症状あり（自閉・感情鈍磨・意欲の減退）

○青風荘での様子

ほとんど自室で横になり過ごすことが多く服薬時間を忘れていることが多く、職員の声掛けが必要。生活全般について声掛け、見守りが必要との事。

○デイナイトケアでの様子

· 日課

～今年の6/21、青風荘に入所しているが青山荘での生活習慣が残っており、夕方4時に買物に出かけようとしスタッフより説明している。

· 余暇の過ごし方

～下をうつむいてホール内をウロウロとしていることが多く「じっとしていられない」と話す。

· 対人交流について

～デイナイトケア利用開始間もない事もあり、デイケア通所時の交流が薄くなり、他者と会話する事は少ない。反面、スタッフには話し掛けが比較的多い。（デイケア利用中はクラブや自主活動でトランプに参加し表情良く交流することもあった）デイナイトケア利用初日には自己紹介をきちんと行うことができている為、時間をかけ交流の場を提供する事で対人面は向上すると思われる。

・　緑内障について

緑内障がある為、外来主治医が先々週の受診時に処方を変更している。変更後、居眠りが多かったが現在は少しずつ、起きる時間が増えてきている。精神症状も大きな変化はない。7／6に眼科受診にて点眼薬のみ処方されたとの事。

○今後の関わり・治療計画

· 症状が悪化する際は不眠・軽度の衝動行為・易怒性がある為、注意してみていく。

· 本人から対人交流を図ることが難しい為、趣味的活動を通し他メンバーとの関わりを増やしていく。

· 日課に慣れていない面がある為、見守りを行い必要時、説明して生活の変化に慣れるようにする。










